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グローバルCCSインスティテュートの 
ネットゼロ産業法（Net-Zero Industry Act）

に関するフィードバック 

 
グローバルCCSインスティテュートは、欧州連合（EU）の炭素中立目標を達成するために必要とさ

れている戦略的技術の開発を支援する上での欧州委員会の努力を歓迎します。CO2回収貯留

（CCS）は特に、この目標の極めて重要な要素です。同技術の排出源におけるCO2回収能力及び

大気中からのCO2除去能力は、回収したCO2を地中貯留することで大規模排出削減を可能にする

ため、CCSはソリューションの不可欠な部分を構成します。CCSはまた、既存産業を低炭素機会に

変えることで、持続可能で質の高い雇用の創出を促進すると共に、EUの産業競争力を守ることにも

なります。 
 
ネットゼロ産業法に従って、グローバルCCSインスティテュートは、欧州におけるCCSの可能性を引き出

すため、2030年までに利用可能なCO2貯留圧入容量として提案されている5,000万トン目標、及びワン

ストップ・ショップの設置を通した、ネットゼロ技術のより迅速な行政的及び許可付与プロセスを全面的に

支持します。しかし、適切なCO2バリューチェーンを発達させるのに相応しい状況を作るために、次の点

を提言いたします。 
 

1. CO2バリューチェーン全体を含む、ネットゼロ技術のより包括的な範囲：CCSは、CO2が気候変

動に寄与しないよう、CO2を回収し、安全かつ永続的に地中貯留する一連の技術です。CO2の

回収は、バリューチェーンの最初の要素にしか過ぎないため、インスティテュートは、バリューチ

ェーン全体をより重視するアプローチが採用されるべきだと考えます。従って、現在付属書

（Annex）の下で言及されているCCS技術カテゴリー及び付随する定義に、CO2輸送インフラを

明確に追加するべきです。これはまた、冒頭（Preamble）の前文（Recital）14で「産業が自らの

事業を脱炭素化させるために利用できる欧州ネットゼロCO2輸送及び貯留バリューチェーン」と

言及していることに沿ったものとなるでしょう。 

 
2. 塩水層を含む、全ての適切な地層をCO2地中貯留地として明示的に検討する：塩水層は、冒頭

の前文15の下で既に言及されている老朽化した油田・ガス田と共に、CO2の恒久的な地中貯留

にとって有望な地層です。双方の地層は明確な特徴を有しています。帯水層は特定された潜在

性が最も高く、地理的にも広く分布していますが、サイト特有のデータを収集するために更なる

調査が必要です。老朽化した油田・ガス田は、別の用途に使用する機会を提供することで、初

期のプロジェクトに実用化への近道を提供すると共に、閉鎖ないし初期費用を制限する可能性

があります。 

 
3. 既存法を補完する、目的にかなった欧州CO2インフラ法的枠組：欧州委員会は、CO2地中貯留に

関するEU指令（Directive）2009/31/ECを通して、また、欧州横断エネルギー・インフラのガイド

ラインに関する規則（Regulation）2022/869を通して、CO2の輸送及び貯留に関する初の法的
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枠組を提示しました。この土台があるにもかかわらず、インフラの開発は遅れています。投資家

の信頼を強化し、競争力の高いCO2市場を拡大するためには、目的にかなった法的枠組を策定

し、実施しなければなりません。 
 

4. CO2地中貯留開発のリスクを回避し、営利事業モデルを支援するための適切なメカニズム：

CO2貯留インフラへの投資は、他の部門におけるインフラ投資とは異なるリスク・プロファイルを

持っています。CO2貯留は、地下部分のリスクを有し、プロジェクト期間が長く、また、CO2供給

者との調整を必要とします。加えて、CO2貯留開発は、最終投資決定に至る前の初期におい

て、回収よりも資本集約的です。これらの投資は危険に晒されており、資源が開発に適していな

いことが判明した場合、投資利益を生まない可能性があります。従って、貯留資源の開発を奨

励し、これらの新しいビジネス・モデルを支援するために大いに必要とされている適切な資金メカ

ニズムを提供するために、政府が有益なリスク分担パートナーの役割を担うことが極めて重要と

なります。 

 
5. 欧州のCO2品質基準：欧州におけるCCSの効果的で費用効率的な普及のもう1つの障壁

は、新しい法的枠組に従ったCCSの実施を支援する一貫した基準の必要性です。従って、

安全なCCS事業を支援するために、CO2の純度に関する欧州の一連の基準を産業と共同

で策定すべきです。 

 
6. 協調的かつ調和的な方法で許可付与プロセスを簡易化するためのEU加盟国間ベストプラクテ

ィス共有プラットフォーム：EUがその野心的な気候及び産業目標を効率的に達成できるように確

保するため、28条及び29条で定義されているネットゼロ欧州プラットフォーム（Net-Zero Europe 
Platform）は、行政的な許可付与プロセスを（可能な限り、また、各国の状況及び法律を考慮し

た上で）協調的かつ調和的な方法で簡易化及び短縮するために、EU加盟国間でベストプラクテ

ィスについて話し合うことも目的とすべきです。 
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